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心理研究部門
主伏靖子･松沢哲郎･藤田和生･正高信男O
研究概要
1)チンパンジーの図形語による記述行動の分
析
室伏靖子･松沢哲郎
チンパンジー (アイ)は､異った背景や配置で
現れる3人の動画のだれがだれに近づいたかを､
語順によって､[主体名･近づく･客体名]と表
現することができた｡
2)チンパンジー における数の概念の形成
室伏靖子･松沢哲郎 ･板倉昭二2)
チンパンジー の数の同定 (マッチング)の学習
が､アラビア数字(1-7)およびタッピング(1-
5)を用いて進行し､形･色 ･大きさが異なる物
の混合パタンに対して般化した｡
3)チンパンジー における刺激等価性の獲得3)
松沢哲郎･藤田和生
ヒトの言語の重要な一側面である刺激等価性の
成立を規定する要因を､チンパンジーを披験体と
して分析した｡社会的場面での ｢言語｣習得研究
1)1989年4月16日付けで助手に採用｡
2)大学院生｡
3)山本淳一 (筑波大)との共同研究｡
のための予備研究としておこなった｡
4)チンパンジー による｢象徴的構成見本合わせ｣
松沢哲郎
チンパンジー (アイ)に､命名の対象となる品
物を提示し､その名前に相当する図形文字を記号
素から構成することを教えた｡
5)チンパンジー とヒトの生態心理学的比較研究
松沢哲郎
西アフリカ･ギニアの野生チンパンジーの社会
的行動 (とくに行列と道具使用)の観察と実験的
分析をおこなった｡また､アメリカ･ペンシルバ
ニア州のア-ミッシュについて､家庭と水校教育
の調査をおこなった｡
6)チンパンジーにおける心的回転
藤田相生･松沢哲郎
チンパンジーに回転した同じ図形を選ぶことを
訓練し､その反応潜時と回転角皮の関係を分析す
ることから､彼.らの ｢心的イメージ｣の操作能力
を吟味している｡
7)霊長類における種の認知の発達とその規定
因の検討
藤田相生
霊長類の種の認知の発達を､サルの写ftの強化
刺激としての効力を指票として調べた｡只種問の
母子交換をおこない､･乳幼児の社会的接触経験を
統制することによって､種の認知を規定する要因
について検討した｡
8)霊長類における楽音の認知
藤田和生･友永雅己4)
霊長類が和音をどのように認知するかを､その
感覚性強化子としての機能と弁別刺激としての機
能の両面から分析している｡
9)霊長校の音声コミュニケーションの比較行
動学的研究
正苗信男
ニホンザル･アカゲザル･チンパンジーの音声
コミュニケーションの行動学的分析を通じて､ヒ
トの音声言語の進化の解明のためのアプローチを
すすめた｡
総 説
1)室伏靖子 (1988):高次機能の比較心理.節
生理学科学大系12､高次脳機能の生理学 (鈴
4)特別研究学生 (大阪大･人間科学)｡
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